
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社会科「死刑制度を考える」１ 

社会科における公民的分野

の学習では、政治学習が大き

な柱の１つとなっています。

日本における三権分立や地方

自治のシステムなどが主な学

習内容です。しかし、そのよ

うな政治システムを知識とし

て獲得するだけでは不十分だ

と私は思います。この国の未

来を担う中学生には、現代社

会に存在する課題について、

自分なりの考えを持つこと、

そしてそれを伝え合い、自分

の考えを修正しながらさらに

再構築させていくことが大切

なのではないかと考えていま

す。そのような意味において

も私たち大人にも結論が出せ

ていないような社会的な論争

問題は格好の教材といえます。 

社会的な論争問題といってもさまざまなものがありますが、今回は司法権の学習に合わせて「死

刑制度」の是非について考えました。日本における刑罰の中で最高刑にあたるのがもちろん死刑、

次いで無期懲役となります。しかしながら無期懲役といわれる刑罰は、10 数年での仮釈放が認め

られているとも言われていて、死刑とのギャップの大きさを指摘する声も多く聞かれます。ちなみ

に日本には終身刑はありません。また死刑廃止は国際的な潮流でもあり、特にヨーロッパではＥＵ

加盟の条件の１つとして、死刑制度の廃止をあげてい

ます。 

これらのことをふまえながら、生徒たちは死刑制度

について考えました。犯罪被害者の感情や加害者の更

正のあり方、冤罪の危険性など、考えなければならな

い難しい課題が多く存在する中、「死刑制度」につい

てしっかりとみつめていました。授業の中では、

1999 年に山口県光市で 18 歳になったばかりの元

少年がおこした母子殺害事件についても取り上げま

した。被害者遺族の本村洋さんがこの元少年に対して、

強く死刑を求めている様子を VTR で視聴したほか、

以前私が彼からいただいたメールの一部を紹介しま

した。この事件については、昨年４月に広島高裁が死

刑判決を出しましたが、加害者の弁護側は即日上告し

ているために、裁判はまだ確定していません。 
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学 級 通 信（木部中３年部） 

サ ク ラ サ ク 
～200９年春、満開のサクラのもとで卒業しよう～ 

◆２月の行事予定◆ 
 

３日（火） 益田東高校入試 
      ALT、栄養教諭来校 

５日（木） スキー遠足 
１２日（木） 入学説明会 
１３日（金） 箏指導 
１８日（水） テーマ討論 

       SC 来校 

２４日（火） ALT 来校 

２５日（水） 防犯教室 
２７日（金） 学年末テスト 
        （～３月３日） 
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